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令
和
５
年
度
の
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
会
報
の
編
集
と
い
う
大
役
を
賜
り
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法
上
の
５
類
に
移
行

さ
れ
、「
い
つ
も
」
の
生
活
が
始
ま
っ
た
矢
先
に
、
猛
暑
が
我
々

を
襲
い
ま
し
た
。
日
中
の
気
温
は
40
℃
に
迫
り
、
夜
も
熱
帯
夜
と

体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
体
調
管
理
に
苦
慮
さ
れ
た
方
々
が

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
富
山
県
初
と
な
る
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

尊
い
命
が
犠
牲
に
な
る
等
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
も
身
近
に
災
害
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
、
驚
き
と

と
も
に
、
ど
こ
か
他
人
事
と
考
え
て
い
た
自
分
も
あ
り
、
防
災
対

策
は
「
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
と
意
識
を
改
め
ま
し
た
。

　
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
叫
ば
れ
て
、
数
十
年
、
個
人
的
に

は
暑
さ
や
洪
水
等
の
気
候
の
変
化
が
身
近
に
起
き
て
お
り
、
我
々

が
日
々
行
っ
て
い
る
環
境
美
化
や
防
災
対
策
を
含
め
た
衛
生
活
動

が
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
揺
る
ぎ
な
い
歩
み
に
な
る
の
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
「
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
を
今
年
度
の

目
標
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
村
上
記
）

令
和
５
年
度 

役 

員

　
第
66
回
定
期
総
会
は
、
令
和
５
年
５
月
17
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
富
山
市
の
「
サ
ン
フ

ォ
ル
テ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。吉
田
副
会
長

の
開
会
宣
言
の
あ
と
五
十
嵐
会
長
か
ら
の
挨
拶

が
あ
り
、
次
い
で
富
山
県
知
事（
代
理
有
賀
厚
生

部
長
）か
ら
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
来
賓
紹
介
の
あ
と
、
ア
ル
ビ
ス
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
池
田
和
男
氏
よ
り
「
ア
ル
ビ
ス

の
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
講
話
が

あ
っ
た
。「
別
掲
」

　
次
い
で
議
事
に
入
り
、
定

足
数
確
認
の
あ
と
五
十
嵐
会

長
が
議
長
と
な
っ
て
第
１
号

議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
・

会
計
監
査
報
告
第
２
号
議
案

　
令
和
５
年
度
事
業
計
画

（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。次
に
第
３
号
議

案
　
第
68
回
富
山
県
環
境
保

健
衛
生
大
会
を
魚
津
市
で
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
役
員

が
承
認
さ
れ
た
後
、
林
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

す
べ
て
終
了
し
た
。

日
　
時
　
令
和
５
年
９
月
20
日（
水
）
9
時
45
分
〜
13
時

場
　
所
　
射
水
市
海
老
江
海
浜
公
園

参
加
者
　
県
西
部
地
区
巡
視
員
・
市
役
員
・
市
事
務
局
他
59
名

研
修
１
　「
ス
ポ
Ｇ
ｏ
Ｍ
Ｉ
」
体
験

　
講
師
　
一
般
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ポ
ー
ツ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
和
孝
　
先
生

①
ル
ー
ル
説
明

　
ゴ
ミ
は
、〔
燃
え
る
、
燃
え
な
い
、
ビ
ン
・
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、た
ば
こ
の
吸
い
殼
〕
に
分
別
し
、
重
量
を
ポ
イ
ン
ト
に
換

算
し
て
順
位
を
競
う
。

②
選
手
宣
誓
　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会
　
串
田
　
伸
男
会
長
　

③
作
戦
会
議
　
チ
ー
ム
毎

④
「
ゴ
ミ
拾
い
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
！
」
の
発
声
で
、競
技
ス
タ
ー
ト
。

１
チ
ー
ム
５
人
の
11
チ
ー
ム
で
競
技
す
る
。
競
技
時
間
１
時

間
。

⑤
終
了
後
、
計
量
・
集
計
　
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
成
果
が

あ
っ
た
。

⑥
結
果
発
表
・
表
彰
式

　
１
位
小
矢
部
市
、
２
位
氷
見
市
、
３
位
射
水
市
Ｃ
　
副
賞
あ
り

　
１
位
　
小
矢
部
市
チ
ー
ム
　
3
2・2
3
㎏
　
4・1
1
2
Pt

　
優
勝
チ
ー
ム
の
コ
メ
ン
ト
「
作
戦
は
重
い
も
の
を
拾
お
う
を
合

言
葉
に
・
・
・
」

⑦
再
び
「
ゴ
ミ
拾
い
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
！
」
の
発
声
で
、記
念
撮
影
。

  

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
や
る
気
を
刺
激
し
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
ゴ
ミ
拾
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
事
業
の
ね
ら
い
で
あ

る 

”ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
、
ゴ
ミ
を
捨

て
な
く
な
る
“
効
果
を
実
感
し
な
が

ら
終
了
し
た
。

令
和
5
年
度 

第
66
回 

定
期
総
会
開
か
る

会
長
挨
拶

あ

　ば

　
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
で
は
、
従
来

か
ら
環
境
衛
生
と
保
健
衛
生
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。環
境
衛
生
の
面
で
は
、今
年
度

の
新
規
事
項
と
し
て
、ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」の
推
進
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
９
月
に
射
水
市
で
実
施

予
定
の
環
境
巡
視
員
等
研
修
会
県
西
部
に
お
い

て
も
昨
年
の
岩
瀬
浜
で
の
実
施
に
引
き
続
き「
ス

ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」の

体
験
研
修
を
行

う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、「
み
ん

な
で
き
れ
い
に

せ
ん
ま
い
け
大

作
戦
」
や
地
域

で
の
清
掃
活
動

を
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
と
な
っ
た

こ
と
で
あ
り
、

一
層
取
り
組
み

を
進
め「
美
し
い

富
山
湾
の
保
全

活
動
の
推
進
」、

「
美
し
い
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」

を
進
め
て
参
り

【
会
　
　
長
】

【
副
会
長
】

〃〃〃〃〃

【
専
務
理
事
】

【
監
　
事
　
】

〃〃

【
常
任
理
事
】

〃〃〃
　 

〃 

新
〃〃〃

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
高
岡
地
区
高
岡
市
）

（
県
東
部
地
区
Ａ
入
善
町
）

（
県
東
部
地
区
Ｂ
滑
川
市
）

（
県
西
部
地
区
Ａ
氷
見
市
）

（
県
西
部
地
区
Ｂ
南
砺
市
）

（
副
会
長
兼
務
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
県
東
部
地
区
魚
津
市
）

（
県
西
部
地
区
小
矢
部
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

五
十
嵐
　
務

麦
島
　
紀
長

林
　
　
信
義

尾
田
　
喜
則

吉
田
　
裕
造

田
中
　
賢
次

浦
出
　
義
一

浦
出
　
義
一

杉
本
　
一
雄

浅
生
　
　
修

白
沢
　
富
治

白
江
　
祐
一

長
澤
　
邦
男

山
森
　
　
潔

村
上
　
公
生

山
崎
　
清
志

田
中
　
昌
明

駒
井
　
義
次

蔵
　
伊
佐
夫

【
常
任
理
事
】

〃〃
　 

〃 

新
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

（
高
岡
市
）

（
黒
部
市
）

（
入
善
町
）

（
朝
日
町
）

（
魚
津
市
）

（
滑
川
市
）

（
上
市
町
）

（
舟
橋
村
）

（
立
山
町
）

（
射
水
市
）

（
射
水
市
）

（
氷
見
市
）

（
砺
波
市
）

（
南
砺
市
）

（
小
矢
部
市
）

加
納
　
昌
之

米
陀
　
峰
信

中
易
　
厚
司

草
原
　
庄
一

長
㔟
　
静
雄

吉
田
　
　
均

鍋
谷
　
正
成

萩
原
　
　
勉

広
嶋
　
寿
雄

串
田
　
伸
男

林
原
　
克
巳

放
生
　
寛
治

中
島
　
　
勇

大
塚
　
千
代

南
　
　
昭
仁

研
修
２
　「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
」
体
験

　
講
師
　
エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
市
民
の
会
高
岡

　
砂
ふ
る
い
「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」（
不
要
に

な
っ
た
も
み
殻
ネ
ッ
ト
を
リ
メ
イ
ク
し

た
も
の
）
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し
て
み
る
。

　
こ
の
海
岸
で
回
収
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
は
比
較
的
に
少
な

か
っ
た
。

　
ち
な
み
に
本
日
の
参
加
賞
は
、
日
本

で
回
収
し
た
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原

料
に
し
た
再
生
樹
脂
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

（
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
t
i
c
）
で
し
た
。

※「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
実
施
の
用
具
・「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
は
貸
し
出

し
可
能
で
す
。

　
問
合
せ
は
、
県
連
合
会
ま
で（
0
8
0―

8
6
9
8―

5
6
8
5
）

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
新
規
事
項
と
し
て
ス
ー
パ
ー
等
で
買
い
物

を
す
る
時
に「
す
ぐ
食
べ
る
な
ら
、手
前
に
あ
る

商
品
を
選
ぶ
と
い
う「
て
ま
え
ど
り
」の
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。是
非
、「
て

ま
え
ど
り
」
の
普
及
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
健
康
面
の
取
り
組
み
で
は
、「
人
生
１
０
０
年

時
代
に
向
け
て
」、「
要
介
護（
フ
レ
イ
ル
）予
防
」

の
推
進
を
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、富
山
県
の
健
康

課
題
で
あ
る
野
菜
の
摂
取
量
に
つ
い
て
ア
ル
ビ

ス
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
野
菜
の
摂
取
量
を

測
る
こ
と
の
で
き
る「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」と
い
う

機
械
の
体
験
研
修
会
も
行
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
、
環
境
面
・
健
康
面
の
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
を
県
民

一
人
一
人
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
我
々
の

連
合
会
が
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、日
本
一
の
環
境
先
端
県
、健
康
寿

命
日
本
一
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
我
々
の

住
ん
で
い
る
大
事
な
ふ
る
さ
と
富
山
が
そ
し
て
、

県
民
一
人
一
人
が
本
当
に
元
気
で
暮
ら
せ
る
、

健
康
で
暮
ら
せ
る
県
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

環
境
巡
視
員
等
研
修
会
（
県
西
部
）

（1） （4）
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健康商品をコーナー化して
わかりやすい売り場に

 大漁旗づくり マイクロプラスチック回収 上流：前谷での生き物観察

 完成した大漁旗 ごみを前に記念写真 中流での生き物・ごみ観察

6月から羽根店と高原町店
に、推定野菜摂取量がチ
ェックできるベジチェック®を
設置

野菜不足を解消する「野
菜デリ」・「蒸し野菜」・「有
機野菜」

減塩対策として「オリジナ
ルだし」を使用した和惣菜

パスコ店に富山県内初とな
る常設無人ボックスを設置

第
３
回 

青
少
年
環
境
学
習
会

講
師
　
代
表
取
締
役
社
長
　
池
田 

和
男 

様

Ⅰ
　
会
社
概
要

社
　
　
名
　
ア
ル
ビ
ス
株
式
会
社

設
　
　
立
　
１
９
６
８
年
12
月

従
業
員
数
　
連
結
４
５
７
７
名

　
　
　
　
　（
正
社
員
９
９
７
名
・
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
３
５
８
０
名
）

事
業
内
容
　
食
品
小
売
業

店
舗
数
　
66
店
舗

連
結
子
会
社
　
株
式
会
社
ア
ル
デ
ジ
ャ
パ
ン

　（
食
品
製
造
事
業
：
惣
菜
、精
肉
加
工
、豆
腐
）

ア
ル
ビ
ス
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

　（
リ
サ
イ
ク
ル
・
清
掃
業
）

企
業
理
念
　
食
を
通
じ
て 

地
域
の
皆
様
の 

健
康
で
豊
か
な
生
活

（
く
ら
し
）に
貢
献
し
ま
す
。

Ⅱ
　
環
境
保
全
活
動
の
強
化

２
０
２
２
年
４
月
に「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
」が
施
工
さ

れ
、３
Ｒ
＋
Ｒｅｎｅｗａ
ｂ
ｌｅ
が
基
本
原
則
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
３
Ｒ
に
加
え
＋
Ｒｅｎｅｗａ
ｂ
ｌｅ
政
策
に
も
取

り
組
み
循
環
型
社
会
の
強
化
を
目
指
す
。

Ｒｅ
ｄｕｃｅ 

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）……

 

廃
棄
物
の
発
生
抑
制

Ｒｅｕｓｅ 

（
リ
ユ
ー
ス
）……

…
 

再
使
用

Ｒｅｃｙ
ｃ
ｌｅ 

（
リ
サ
イ
ク
ル
）……

 

再
資
源
化

　
　
＋

Ｒｅｎｅｗａ
ｂ
ｌｅ 

（
リ
ニュ
ー
ア
ブ
ル
）……

…
 

再
生
可
能

１
　
具
体
的
な
取
り
組
み（
３
Ｒ
）

①
リ
デ
ュ
ー
ス（
使
う
資
源
や
ご
み
の
量
を
減
ら
す
）

・
マ
イ
バッ
グ・マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
持
参
の
推
進

（
２
０
０
９
年
６
月
か
ら
全
店
で
レ
ジ
袋
無
料
配
布
を

廃
止
）

・
食
品
ロ
ス
削
減
への
取
り
組
み

〇
購
入
し
て
直
ぐ
に
食
べ
る
場
合
、
消
費
期
限
が
迫
っ
た

食
品
や
商
品
棚
の
手
前
か
ら
購
入
の
呼
び
か
け

〇
毎
月
30
日
と
15
日
は
、ご
家
庭
の
食
品
ロ
ス
削
減
の
啓

発
活
動
を
実
施

〇
需
要
予
測
に
よ
る
適
正
な
納
品
で
、商
品
の
ム
ダ
や
食

品
廃
棄
物
の
発
生
抑
制

〇
ご
家
庭
で
使
い
き
れ
な
い
食
品
を
集
め
、
必
要
と
さ
れ

る
方
へ
届
け
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
富
山
県
と
連
携

し
２
０
２
０
年
10
月
か
ら
実
施

　「
リ
レ
ー
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」と
銘
打
ち
、
地
域
の

令
和
５
年
度
健
康
部
会
報
告

　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家
の
協
力
を
得
、重
点
事
項
の「
富
山

湾
の
環
境
保
全
」の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、次
の
ね
ら
い
で
実

施
し
た
。

①
大
型
河
川
の
成
り
立
ち
や
、
河
川
と
人
と
の
関
わ
り
を
学
び
、

森
・
川
・
海
・
人
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
体
験
を
通
し
て
理
解

す
る
。

②
川
原
や
海
岸
に
落
ち
て
い
る
ご
み
に
つ
い
て
調
査
す
る
活
動
を

通
し
て
、
水
の
環
境
に
関
わ
る
ご
み
問
題
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
る
。

期
　
日
　
令
和
５
年
９
月
２
日（
土
）〜
３
日（
日
） 

１
泊
２
日

参
加
者
　
小
学
校
５
・
６
年
生
　
12
名
　

共
　
催
　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家

【
一
日
目
】

①
開
講
式
　
立
山
青
少
年
自
然
の
家

②
自
然
の
家
近
く
の
沢
で
、生
き
物
や
自
然
の
観
察

③
常
願
寺
川
中
流
域（
岩
峅
寺
）で
の
生
き
物
観
察
や
ご
み
の
状

況
観
察

④
常
願
寺
川
河
口
で
の
ご
み
の
状
況
観
察
　
　

⑤
岩
瀬
浜
で
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
体
験

【
二
日
目
】

①
ふ
り
か
え
り
、「
大
漁
旗
作
り
」。

　
２
日
間
の
活
動
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
こ
れ
か
ら
の
行
動

に
つ
い
て
の
思
い
を
基
に
大
漁
旗
づ
く
り

②
水
遊
び（
常
願
寺
川
：
富
山
市
小
見
地
区
）

【
活
動
を
終
え
て
の
感
想
】

・
常
願
寺
川
の
中
流
で
川
の
流

れ
の
中
に
は
、
カ
ワ
ゲ
ラ
類

や
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
な
ど
清
流
に

す
む
生
き
物
が
い
た
。
で
も
、

ご
み
な
ど
が
落
ち
て
い
て
、

川
が
汚
く
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
ご
み
を
落
と
し
て
ほ
し
く

な
い
と
思
っ
た
。

・
岩
瀬
浜
に
は
た
く
さ
ん
の
ご

み
が
あ
っ
た
。
見
た
目
は
き

れ
い
な
砂
浜
も
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。

・
海
に
出
た
ら
圧
倒
的
に
ご
み

が
増
え
た
。
人
が
た
く
さ
ん

方
が
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
、各
地
域
の
店
舗
を
リ
レ
ー
形
式
で

つ
な
ぐ
。

　
現
在
で
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動

の
輪
が
広
が
り
、社
会
福
祉
協
議
会
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
小
中
学
校
、
異
業
種
と一緒

に
行
う
機
会
が
増
え
る
。

　
　
　
　
　
：
２
０
２
２
年
度
回
収
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
２
７
７
点
　
約
７
５
５
ｋｇ

②
リ
サ
イ
ク
ル（
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
）

・
各
店
舗
で
ペッ
ト
ボ
ト
ル・空
き
缶・牛
乳
パッ
ク
を
回
収
し
再
資

源
化

・
２
０
２
２
年
12
月
か
ら
ペッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
再
開

し
、パ
レッ
ト（
荷
役
台
）に
再
利
用

・
食
品
ト
レ
ー
を
回
収
し
再
資
源
化
す
る
活
動
を
30
年
継
続
実
施
。

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
エ
コ
ト
レ
ー
と
し
て
再
生
さ
れ
た
ト
レ
ー
を

店
舗
で
積
極
的
に
使
用
：
年
間
５
６
７
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の

効
果

・
リ
サ
イ
ク
ル（
資
源
と
し
て
再
利
用
）

　
海
産
物
や
青
果
物
の
流
通
容
器
と
し
て
使
用
し
て
い
る
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
を
自
社
で
再
資
源
化
加
工
し
断
熱
材
に
再
利
用

・
廃
油
、魚
腸
骨
残
渣
、肉
脂
、ダ
ン
ボ
ー
ル
を
回
収

　
魚
腸
骨
の
固
形
分
は
乾
燥
さ
せ
肥
料
飼
料
と
し
て
再
利
用

③
リ
ニュ
ー
ア
ブ
ル（
再
生
可
能
な
資
源
に
変
え
る
）

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
施
行
に
伴
い
、海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
問
題
への
強
化
策
と
し
て
、一度
の
使
用
で
ご
み
に
な
る
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
レ
ジ
袋
と
ス
プ
ー
ン
の
バ
イ
オ
マ
ス
配
合
量
を

増
加

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
は
紙
製
に
、紙
製
包
装
容
器
は
段
階

的
に
導
入

２
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

①
店
舗
に
電
気
使
用
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
デ
マ
ン
ド

監
視
装
置
を
設
置

②
店
内
照
明
や
看
板
照
明
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
採
用
し
て
消
費
電
力

を
削
減
し
節
電
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
取
り
組
む
。　

蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
変
更
に
よ
り
、
一店
舗
約
４
２
０
０

千
円
／
年
の
電
気
料
削
減

③
美
濃
加
茂
店
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）
に
太
陽
パ
ネ
ル
を
設
置

し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
、
順
次
設
置
予
定
。太
陽
光

発
電
に
よ
り
、４
８
０
０
千
円
／
年
の
電
気
料
削
減

３
　
脱
炭
素（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
）に
も
取
り
組
み
を
開
始

①
２
０
２
０
年
10
月
26
日
、
菅
総
理
大
臣（
当
時
）が
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
目
標
を
宣

言
②
２
０
２
１
年
４
月
22
日
か
ら
の
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、
２
０
３

０
年
に
46
％
削
減（
２
０
１
３
年
度
比
目
標
を
宣
言
）

講話

ア
ル
ビ
ス
の
環
境
と

健
康
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

日
　
時
　
令
和
５
年
７
月
24
日（
月
）
10
時
〜
13
時
半

場
　
所
　
ア
ル
ビ
ス
本
社
　
ア
ル
ビ
ス
羽
根
店

参
加
者
　
29
名

テ
ー
マ
　「
ア
ル
ビ
ス
の
健
康
と
環
境
の
取
り
組
み
を
研
修
し
、

今
後
の
活
動
に
生
か
す
」

講
　
話
　「
ア
ル
ビ
ス
の
健
康
と
環
境
の
取
り
組
み
」

講
　
師
　
池
田
和
男
社
長

　
　
　
　
森
由
佳
子
経
営
企
画
本
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
部
長

内
　
容
　
野
菜
を
も
う
１
皿
た
べ
て
生
活
習
慣
病
を
防
ご
う

　
開
会
前
に
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
参
加
者
自
ら
測
定

し
て
み
た
。こ
の「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」と
は
、手
の
ひ

ら
を
セ
ン
サ
ー
に
約
30
秒
あ
て
て
野
菜
の
摂
取
量

を
測
定
す
る
機
器
で
、
７
以
上
は
１
日
の
摂
取
量

３
５
０
ｇ
以
上
の
摂
取
、
５
以
下
は
摂
取
量
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。野
菜
を
十
分
と
っ
て

い
る
か
ら
７
以
上
と
思
い
き
や
意
外
と
数
値
が
低

か
っ
た
と
ガ
ッ
カ
リ
し
た
参
加
者
も
い
て
、
ま
だ

ま
だ
摂
取
量
が
不
足
し
て
い
る
と
実
感
し
た
。

　
ち
な
み
に
野
菜
の
摂
取
量
は
３
５
０
ｇ
以
上
と

さ
れ
て
い
る
が
、
県
で
は
約
１
０
０
ｇ
不
足
と
の

こ
と
。１
０
０
ｇ
は
ト
マ
ト
半
分
、キ
ャ
ベ
ツ
１
枚

分
と
わ
ず
か
だ
。

　
野
菜
は
高
血
圧
予
防
や
免
疫
力
向
上
に
効
果
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ビ
ス
で
は
野
菜
不
足
を
解

消
す
る
た
め
毎
日
３
５
０
ｇ
の
野
菜
を
食
べ
よ
う

と「
ら
く
ベ
ジ
３
５
０
」運
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
開
会
後
、
ア
ル
ビ
ス
の
沿
革
、
経
営
理
念
と「
健

康
寿
命
を
10
年
延
ば
す
」
健
康
へ
の
取
り
組
み
等

の
講
話
の
後
、隣
接
の
加
工
工
場
で
化
学
調
味
料
、

保
存
料
を
使
っ
て
い
な
い
惣
菜
と
精
肉
の
製
造
過

程
を
視
察
。そ
の
後
本
社
に
も
ど
り
、健
康
弁
当
と

青
バ
ナ
ナ
を
試
食
し
た
。こ
の
弁
当
は
、５
０
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
以
下
、
野
菜
摂
取
量
３
５
０
ｇ
の
半

分
以
上
、
タ
ン
パ
ク
質
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
入
っ
て

当
社
も
今
期
よ
り
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減
計
画
策
定
に
着
手

※

Ｇ
Ｈ
Ｇ
と
は
、温
室
ガ
ス（
Ｇｒｅｅｎ
ｈｏｕｓｅ 

Ｇａｓ
の
略
称
。）

Ⅲ
　
健
康
へ
の
取
り
組
み

　
経
営
ビ
ジ
ョン「
人
生100

年
時
代
」 

　
　
人
に
近
づ
き
、寄
り
添
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
づ
く
り

１
　
食
と
栄
養
の
現
状

　
低
栄
養
傾
向
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

　
男
性10.3

％
　
女
性20.3

％（
増
加
傾
向
）

２
　
人
生100

年
時
代
に
向
け
た
概
念

      ”ア
ル
ビ
ス
に
か
か
わ
る
人
の
健
康
寿
命
を
10
年
延
ば
す
“  

３
　
健
康
を
支
え
る
売
り
場
づ
く
り

  

健
康
な
生
活
習
慣
の
重
要
性
に
対
し
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、

自
ら
の
健
康
状
態
を
自
覚
で
き
る
よ
う
健
康
増
進
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
・
情
報
発
信
を
行
う
。

・
そ
の
他
：「
減
塩
教
室
」、「
乳
酸
菌
で
健
康
に
教
室
」

４
　
健
康
を
支
え
る
商
品
づ
く
り

  

高
齢
者
・
働
く
女
性
・
健
康
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
顧
客
に
向
け
、

化
学
調
味
料
・
保
存
料
を
使
用
し
な
い
食
品
、野
菜
摂
取
、減
塩

に
配
慮
し
た
惣
菜
の
提
供（
自
社
工
場
製
造
）

５
　
食
生
活
の
改
善
を
意
識
し
た
健
康
弁
当
の
開
発

・
１
食500

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
下
で
ヘル
シ
ー

・
野
菜
の
摂
取
量
：
１
日
必
要
摂
取
量
の
1
／
2

以
上（
約175

ｇ
）

・
タ
ン
パ
ク
質
：
魚・肉・た
ま
ご
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

・
青
い
バ
ナ
ナ（
腸
活
に
お
す
す
め
）

　
熟
し
て
い
な
い
青
い
バ
ナ
ナ
は
、
食
物
繊
維
の
ひ

と
つ
で
あ
る
難
消
化
性
で
ん
ぷ
ん（
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス

タ
ー
チ
）や
カ
リ
ウ
ム
・
糖
質
・
ビ
タ
ミ
ン
類（
葉
酸
・

ビ
タ
ミ
ン
B1
〜
B3
・
B6
）・
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど

黄
色
い
バ
ナ
ナ
よ
り
高
い
栄
養
が
あ
る
。

い
て
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い
と
い
う
。ま
た
、青

バ
ナ
ナ
は
、熟
し
た
バ
ナ
ナ
よ
り
カ
リ
ウ
ム
、ビ
タ

ミ
ン
類
等
の
栄
養
価
が
高
い
こ
と
か
ら
推
奨
し

て
い
る
。と
も
に
美
味
し
く
頂
い
た
。

　
午
後
か
ら
ア
ル
ビ
ス
羽
根
店
に
移
動
し
、
ベ
ジ

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
視
察
し
、
野
菜
３
５
０
ｇ

の
購
入
体
験
。各
自
野
菜
を
取
り
、は
か
り
で

計
っ
て
、買
い
物
か
ご
に
入
れ
、３
５
０
ｇ
程

に
な
っ
た
ら
会
計
へ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
野

菜
２
、３
個
で
す
ぐ
オ
ー
バ
ー
し
た
り
、足
り

な
か
っ
た
り
と
意
外
と
手
こ
ず
っ
た
。

　
他
に
、
手
ま
え
ど
り
の
表
示
、
地
産
地
消
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

等
店
内
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
も
視
察
し
た
。

※

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
現
在
、富
山
市
の
ア
ル
ビ
ス
羽
根

店
、高
原
店
、大
久
保
店
、射
水
市
の
大
島
店
、高
岡
市
姫
野
店
で
常

設
中
、一
般
の
方
も
自
由
に
測
定
体
験
が
で
き
る
。

　
県
連
合
会
で
は
、
希
望
さ
れ
る
地
区
に
出
向
い
て
「
出
前
健
康

講
座
」
を
実
施
。
今
年
度
、
砺
波
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
で
開

催
さ
れ
た
。

期
　
日
　
令
和
５
年
７
月
24
日（
月
）

会
　
場
　
砺
波
ま
な
び
交
流
館

参
加
者
　
50
名

講
　
師
　
許
鳳
浩
氏

　
　
　（
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
イ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所
副
所
長
）

講
　
義
　「
未
病
対
策
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
！

〜
体
質
と
体
調
の
微
調
整
は
日
頃
か
ら
〜
」

○
健
康
と
寿
命

・
生
活
習
慣
と
寿
命
短
縮
日
数

・
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
に
は

・
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
に
は

・
高
齢
者
に
適
し
た
運
動
「
八
段
錦
」
に
つ

い
て

　
参
加
者
は
、
東
洋
医
学
に
通
じ
た
先
生
の

お
話
を
真
剣
に
聞
い
て
メ
モ
を
と
る
な
ど
意

義
深
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
参
画
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、「
や
は
り
食
事
、運
動
、休
養
が
大
切
」、

「
私
た
ち
の
活
動
の
基
本
は
健
康
づ
く
り
。
市
民
の
方
の
健
康
づ

く
り
に
大
切
な
活
動
」
な
ど
の
声
が
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

出
前
健
康
講
座
（
砺
波
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
）

は
ち
だ
ん
き
ん

き
よ
　
ほ
う
こ
う

い
そ
う
な
場
所
に
多
く
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
釣
り

を
し
た
人
が
置
い
て
行
っ
た
も
の
な
ど
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

・
ご
み
拾
い
を
し
た
い
。
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
声
を
か
け
る

の
も
大
事
だ
と
思
っ
た
。

（3） （2）

（3） （2）



健康商品をコーナー化して
わかりやすい売り場に

 大漁旗づくり マイクロプラスチック回収 上流：前谷での生き物観察

 完成した大漁旗 ごみを前に記念写真 中流での生き物・ごみ観察

6月から羽根店と高原町店
に、推定野菜摂取量がチ
ェックできるベジチェック®を
設置

野菜不足を解消する「野
菜デリ」・「蒸し野菜」・「有
機野菜」

減塩対策として「オリジナ
ルだし」を使用した和惣菜

パスコ店に富山県内初とな
る常設無人ボックスを設置

第
３
回 

青
少
年
環
境
学
習
会

講
師
　
代
表
取
締
役
社
長
　
池
田 

和
男 

様

Ⅰ
　
会
社
概
要

社
　
　
名
　
ア
ル
ビ
ス
株
式
会
社

設
　
　
立
　
１
９
６
８
年
12
月

従
業
員
数
　
連
結
４
５
７
７
名

　
　
　
　
　（
正
社
員
９
９
７
名
・
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
３
５
８
０
名
）

事
業
内
容
　
食
品
小
売
業

店
舗
数
　
66
店
舗

連
結
子
会
社
　
株
式
会
社
ア
ル
デ
ジ
ャ
パ
ン

　（
食
品
製
造
事
業
：
惣
菜
、精
肉
加
工
、豆
腐
）

ア
ル
ビ
ス
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

　（
リ
サ
イ
ク
ル
・
清
掃
業
）

企
業
理
念
　
食
を
通
じ
て 

地
域
の
皆
様
の 

健
康
で
豊
か
な
生
活

（
く
ら
し
）に
貢
献
し
ま
す
。

Ⅱ
　
環
境
保
全
活
動
の
強
化

２
０
２
２
年
４
月
に「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
」が
施
工
さ

れ
、３
Ｒ
＋
Ｒｅｎｅｗａ
ｂ
ｌｅ
が
基
本
原
則
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
３
Ｒ
に
加
え
＋
Ｒｅｎｅｗａ
ｂ
ｌｅ
政
策
に
も
取

り
組
み
循
環
型
社
会
の
強
化
を
目
指
す
。

Ｒｅ
ｄｕｃｅ 

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）……

 

廃
棄
物
の
発
生
抑
制

Ｒｅｕｓｅ 

（
リ
ユ
ー
ス
）……

…
 

再
使
用

Ｒｅｃｙ
ｃ
ｌｅ 

（
リ
サ
イ
ク
ル
）……

 

再
資
源
化

　
　
＋

Ｒｅｎｅｗａ
ｂ
ｌｅ 

（
リ
ニュ
ー
ア
ブ
ル
）……

…
 

再
生
可
能

１
　
具
体
的
な
取
り
組
み（
３
Ｒ
）

①
リ
デ
ュ
ー
ス（
使
う
資
源
や
ご
み
の
量
を
減
ら
す
）

・
マ
イ
バッ
グ・マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
持
参
の
推
進

（
２
０
０
９
年
６
月
か
ら
全
店
で
レ
ジ
袋
無
料
配
布
を

廃
止
）

・
食
品
ロ
ス
削
減
への
取
り
組
み

〇
購
入
し
て
直
ぐ
に
食
べ
る
場
合
、
消
費
期
限
が
迫
っ
た

食
品
や
商
品
棚
の
手
前
か
ら
購
入
の
呼
び
か
け

〇
毎
月
30
日
と
15
日
は
、ご
家
庭
の
食
品
ロ
ス
削
減
の
啓

発
活
動
を
実
施

〇
需
要
予
測
に
よ
る
適
正
な
納
品
で
、商
品
の
ム
ダ
や
食

品
廃
棄
物
の
発
生
抑
制

〇
ご
家
庭
で
使
い
き
れ
な
い
食
品
を
集
め
、
必
要
と
さ
れ

る
方
へ
届
け
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
富
山
県
と
連
携

し
２
０
２
０
年
10
月
か
ら
実
施

　「
リ
レ
ー
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」と
銘
打
ち
、
地
域
の

令
和
５
年
度
健
康
部
会
報
告

　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家
の
協
力
を
得
、重
点
事
項
の「
富
山

湾
の
環
境
保
全
」の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、次
の
ね
ら
い
で
実

施
し
た
。

①
大
型
河
川
の
成
り
立
ち
や
、
河
川
と
人
と
の
関
わ
り
を
学
び
、

森
・
川
・
海
・
人
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
体
験
を
通
し
て
理
解

す
る
。

②
川
原
や
海
岸
に
落
ち
て
い
る
ご
み
に
つ
い
て
調
査
す
る
活
動
を

通
し
て
、
水
の
環
境
に
関
わ
る
ご
み
問
題
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
る
。

期
　
日
　
令
和
５
年
９
月
２
日（
土
）〜
３
日（
日
） 

１
泊
２
日

参
加
者
　
小
学
校
５
・
６
年
生
　
12
名
　

共
　
催
　
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家

【
一
日
目
】

①
開
講
式
　
立
山
青
少
年
自
然
の
家

②
自
然
の
家
近
く
の
沢
で
、生
き
物
や
自
然
の
観
察

③
常
願
寺
川
中
流
域（
岩
峅
寺
）で
の
生
き
物
観
察
や
ご
み
の
状

況
観
察

④
常
願
寺
川
河
口
で
の
ご
み
の
状
況
観
察
　
　

⑤
岩
瀬
浜
で
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
体
験

【
二
日
目
】

①
ふ
り
か
え
り
、「
大
漁
旗
作
り
」。

　
２
日
間
の
活
動
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
こ
れ
か
ら
の
行
動

に
つ
い
て
の
思
い
を
基
に
大
漁
旗
づ
く
り

②
水
遊
び（
常
願
寺
川
：
富
山
市
小
見
地
区
）

【
活
動
を
終
え
て
の
感
想
】

・
常
願
寺
川
の
中
流
で
川
の
流

れ
の
中
に
は
、
カ
ワ
ゲ
ラ
類

や
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
な
ど
清
流
に

す
む
生
き
物
が
い
た
。
で
も
、

ご
み
な
ど
が
落
ち
て
い
て
、

川
が
汚
く
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
ご
み
を
落
と
し
て
ほ
し
く

な
い
と
思
っ
た
。

・
岩
瀬
浜
に
は
た
く
さ
ん
の
ご

み
が
あ
っ
た
。
見
た
目
は
き

れ
い
な
砂
浜
も
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。

・
海
に
出
た
ら
圧
倒
的
に
ご
み

が
増
え
た
。
人
が
た
く
さ
ん

方
が
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
、各
地
域
の
店
舗
を
リ
レ
ー
形
式
で

つ
な
ぐ
。

　
現
在
で
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動

の
輪
が
広
が
り
、社
会
福
祉
協
議
会
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
小
中
学
校
、
異
業
種
と一緒

に
行
う
機
会
が
増
え
る
。

　
　
　
　
　
：
２
０
２
２
年
度
回
収
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
２
７
７
点
　
約
７
５
５
ｋｇ

②
リ
サ
イ
ク
ル（
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
）

・
各
店
舗
で
ペッ
ト
ボ
ト
ル・空
き
缶・牛
乳
パッ
ク
を
回
収
し
再
資

源
化

・
２
０
２
２
年
12
月
か
ら
ペッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
再
開

し
、パ
レッ
ト（
荷
役
台
）に
再
利
用

・
食
品
ト
レ
ー
を
回
収
し
再
資
源
化
す
る
活
動
を
30
年
継
続
実
施
。

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
エ
コ
ト
レ
ー
と
し
て
再
生
さ
れ
た
ト
レ
ー
を

店
舗
で
積
極
的
に
使
用
：
年
間
５
６
７
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の

効
果

・
リ
サ
イ
ク
ル（
資
源
と
し
て
再
利
用
）

　
海
産
物
や
青
果
物
の
流
通
容
器
と
し
て
使
用
し
て
い
る
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
を
自
社
で
再
資
源
化
加
工
し
断
熱
材
に
再
利
用

・
廃
油
、魚
腸
骨
残
渣
、肉
脂
、ダ
ン
ボ
ー
ル
を
回
収

　
魚
腸
骨
の
固
形
分
は
乾
燥
さ
せ
肥
料
飼
料
と
し
て
再
利
用

③
リ
ニュ
ー
ア
ブ
ル（
再
生
可
能
な
資
源
に
変
え
る
）

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
施
行
に
伴
い
、海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
問
題
への
強
化
策
と
し
て
、一度
の
使
用
で
ご
み
に
な
る
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
レ
ジ
袋
と
ス
プ
ー
ン
の
バ
イ
オ
マ
ス
配
合
量
を

増
加

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
は
紙
製
に
、紙
製
包
装
容
器
は
段
階

的
に
導
入

２
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

①
店
舗
に
電
気
使
用
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
デ
マ
ン
ド

監
視
装
置
を
設
置

②
店
内
照
明
や
看
板
照
明
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
採
用
し
て
消
費
電
力

を
削
減
し
節
電
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
取
り
組
む
。　

蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
変
更
に
よ
り
、
一店
舗
約
４
２
０
０

千
円
／
年
の
電
気
料
削
減

③
美
濃
加
茂
店
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）
に
太
陽
パ
ネ
ル
を
設
置

し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
、
順
次
設
置
予
定
。太
陽
光

発
電
に
よ
り
、４
８
０
０
千
円
／
年
の
電
気
料
削
減

３
　
脱
炭
素（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
）に
も
取
り
組
み
を
開
始

①
２
０
２
０
年
10
月
26
日
、
菅
総
理
大
臣（
当
時
）が
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
目
標
を
宣

言
②
２
０
２
１
年
４
月
22
日
か
ら
の
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、
２
０
３

０
年
に
46
％
削
減（
２
０
１
３
年
度
比
目
標
を
宣
言
）

講話

ア
ル
ビ
ス
の
環
境
と

健
康
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

日
　
時
　
令
和
５
年
７
月
24
日（
月
）
10
時
〜
13
時
半

場
　
所
　
ア
ル
ビ
ス
本
社
　
ア
ル
ビ
ス
羽
根
店

参
加
者
　
29
名

テ
ー
マ
　「
ア
ル
ビ
ス
の
健
康
と
環
境
の
取
り
組
み
を
研
修
し
、

今
後
の
活
動
に
生
か
す
」

講
　
話
　「
ア
ル
ビ
ス
の
健
康
と
環
境
の
取
り
組
み
」

講
　
師
　
池
田
和
男
社
長

　
　
　
　
森
由
佳
子
経
営
企
画
本
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
部
長

内
　
容
　
野
菜
を
も
う
１
皿
た
べ
て
生
活
習
慣
病
を
防
ご
う

　
開
会
前
に
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
参
加
者
自
ら
測
定

し
て
み
た
。こ
の「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」と
は
、手
の
ひ

ら
を
セ
ン
サ
ー
に
約
30
秒
あ
て
て
野
菜
の
摂
取
量

を
測
定
す
る
機
器
で
、
７
以
上
は
１
日
の
摂
取
量

３
５
０
ｇ
以
上
の
摂
取
、
５
以
下
は
摂
取
量
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。野
菜
を
十
分
と
っ
て

い
る
か
ら
７
以
上
と
思
い
き
や
意
外
と
数
値
が
低

か
っ
た
と
ガ
ッ
カ
リ
し
た
参
加
者
も
い
て
、
ま
だ

ま
だ
摂
取
量
が
不
足
し
て
い
る
と
実
感
し
た
。

　
ち
な
み
に
野
菜
の
摂
取
量
は
３
５
０
ｇ
以
上
と

さ
れ
て
い
る
が
、
県
で
は
約
１
０
０
ｇ
不
足
と
の

こ
と
。１
０
０
ｇ
は
ト
マ
ト
半
分
、キ
ャ
ベ
ツ
１
枚

分
と
わ
ず
か
だ
。

　
野
菜
は
高
血
圧
予
防
や
免
疫
力
向
上
に
効
果
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ビ
ス
で
は
野
菜
不
足
を
解

消
す
る
た
め
毎
日
３
５
０
ｇ
の
野
菜
を
食
べ
よ
う

と「
ら
く
ベ
ジ
３
５
０
」運
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
開
会
後
、
ア
ル
ビ
ス
の
沿
革
、
経
営
理
念
と「
健

康
寿
命
を
10
年
延
ば
す
」
健
康
へ
の
取
り
組
み
等

の
講
話
の
後
、隣
接
の
加
工
工
場
で
化
学
調
味
料
、

保
存
料
を
使
っ
て
い
な
い
惣
菜
と
精
肉
の
製
造
過

程
を
視
察
。そ
の
後
本
社
に
も
ど
り
、健
康
弁
当
と

青
バ
ナ
ナ
を
試
食
し
た
。こ
の
弁
当
は
、５
０
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
以
下
、
野
菜
摂
取
量
３
５
０
ｇ
の
半

分
以
上
、
タ
ン
パ
ク
質
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
入
っ
て

当
社
も
今
期
よ
り
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減
計
画
策
定
に
着
手

※

Ｇ
Ｈ
Ｇ
と
は
、温
室
ガ
ス（
Ｇｒｅｅｎ
ｈｏｕｓｅ 

Ｇａｓ
の
略
称
。）

Ⅲ
　
健
康
へ
の
取
り
組
み

　
経
営
ビ
ジ
ョン「
人
生100

年
時
代
」 

　
　
人
に
近
づ
き
、寄
り
添
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
づ
く
り

１
　
食
と
栄
養
の
現
状

　
低
栄
養
傾
向
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

　
男
性10.3

％
　
女
性20.3

％（
増
加
傾
向
）

２
　
人
生100

年
時
代
に
向
け
た
概
念

      ”ア
ル
ビ
ス
に
か
か
わ
る
人
の
健
康
寿
命
を
10
年
延
ば
す
“  

３
　
健
康
を
支
え
る
売
り
場
づ
く
り

  

健
康
な
生
活
習
慣
の
重
要
性
に
対
し
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、

自
ら
の
健
康
状
態
を
自
覚
で
き
る
よ
う
健
康
増
進
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
・
情
報
発
信
を
行
う
。

・
そ
の
他
：「
減
塩
教
室
」、「
乳
酸
菌
で
健
康
に
教
室
」

４
　
健
康
を
支
え
る
商
品
づ
く
り

  

高
齢
者
・
働
く
女
性
・
健
康
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
顧
客
に
向
け
、

化
学
調
味
料
・
保
存
料
を
使
用
し
な
い
食
品
、野
菜
摂
取
、減
塩

に
配
慮
し
た
惣
菜
の
提
供（
自
社
工
場
製
造
）

５
　
食
生
活
の
改
善
を
意
識
し
た
健
康
弁
当
の
開
発

・
１
食500

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
下
で
ヘル
シ
ー

・
野
菜
の
摂
取
量
：
１
日
必
要
摂
取
量
の
1
／
2

以
上（
約175

ｇ
）

・
タ
ン
パ
ク
質
：
魚・肉・た
ま
ご
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

・
青
い
バ
ナ
ナ（
腸
活
に
お
す
す
め
）

　
熟
し
て
い
な
い
青
い
バ
ナ
ナ
は
、
食
物
繊
維
の
ひ

と
つ
で
あ
る
難
消
化
性
で
ん
ぷ
ん（
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス

タ
ー
チ
）や
カ
リ
ウ
ム
・
糖
質
・
ビ
タ
ミ
ン
類（
葉
酸
・

ビ
タ
ミ
ン
B1
〜
B3
・
B6
）・
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど

黄
色
い
バ
ナ
ナ
よ
り
高
い
栄
養
が
あ
る
。

い
て
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い
と
い
う
。ま
た
、青

バ
ナ
ナ
は
、熟
し
た
バ
ナ
ナ
よ
り
カ
リ
ウ
ム
、ビ
タ

ミ
ン
類
等
の
栄
養
価
が
高
い
こ
と
か
ら
推
奨
し

て
い
る
。と
も
に
美
味
し
く
頂
い
た
。

　
午
後
か
ら
ア
ル
ビ
ス
羽
根
店
に
移
動
し
、
ベ
ジ

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
視
察
し
、
野
菜
３
５
０
ｇ

の
購
入
体
験
。各
自
野
菜
を
取
り
、は
か
り
で

計
っ
て
、買
い
物
か
ご
に
入
れ
、３
５
０
ｇ
程

に
な
っ
た
ら
会
計
へ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
野

菜
２
、３
個
で
す
ぐ
オ
ー
バ
ー
し
た
り
、足
り

な
か
っ
た
り
と
意
外
と
手
こ
ず
っ
た
。

　
他
に
、
手
ま
え
ど
り
の
表
示
、
地
産
地
消
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

等
店
内
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
も
視
察
し
た
。

※

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
現
在
、富
山
市
の
ア
ル
ビ
ス
羽
根

店
、高
原
店
、大
久
保
店
、射
水
市
の
大
島
店
、高
岡
市
姫
野
店
で
常

設
中
、一
般
の
方
も
自
由
に
測
定
体
験
が
で
き
る
。

　
県
連
合
会
で
は
、
希
望
さ
れ
る
地
区
に
出
向
い
て
「
出
前
健
康

講
座
」
を
実
施
。
今
年
度
、
砺
波
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
で
開

催
さ
れ
た
。

期
　
日
　
令
和
５
年
７
月
24
日（
月
）

会
　
場
　
砺
波
ま
な
び
交
流
館

参
加
者
　
50
名

講
　
師
　
許
鳳
浩
氏

　
　
　（
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
イ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所
副
所
長
）

講
　
義
　「
未
病
対
策
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
！

〜
体
質
と
体
調
の
微
調
整
は
日
頃
か
ら
〜
」

○
健
康
と
寿
命

・
生
活
習
慣
と
寿
命
短
縮
日
数

・
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
に
は

・
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
に
は

・
高
齢
者
に
適
し
た
運
動
「
八
段
錦
」
に
つ

い
て

　
参
加
者
は
、
東
洋
医
学
に
通
じ
た
先
生
の

お
話
を
真
剣
に
聞
い
て
メ
モ
を
と
る
な
ど
意

義
深
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
参
画
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、「
や
は
り
食
事
、運
動
、休
養
が
大
切
」、

「
私
た
ち
の
活
動
の
基
本
は
健
康
づ
く
り
。
市
民
の
方
の
健
康
づ

く
り
に
大
切
な
活
動
」
な
ど
の
声
が
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

出
前
健
康
講
座
（
砺
波
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
）

は
ち
だ
ん
き
ん

き
よ
　
ほ
う
こ
う

い
そ
う
な
場
所
に
多
く
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
釣
り

を
し
た
人
が
置
い
て
行
っ
た
も
の
な
ど
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

・
ご
み
拾
い
を
し
た
い
。
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
声
を
か
け
る

の
も
大
事
だ
と
思
っ
た
。

（3） （2）

（3） （2）
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令
和
５
年
度
の
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
会
報
の
編
集
と
い
う
大
役
を
賜
り
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法
上
の
５
類
に
移
行

さ
れ
、「
い
つ
も
」
の
生
活
が
始
ま
っ
た
矢
先
に
、
猛
暑
が
我
々

を
襲
い
ま
し
た
。
日
中
の
気
温
は
40
℃
に
迫
り
、
夜
も
熱
帯
夜
と

体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
体
調
管
理
に
苦
慮
さ
れ
た
方
々
が

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
富
山
県
初
と
な
る
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

尊
い
命
が
犠
牲
に
な
る
等
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
も
身
近
に
災
害
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
、
驚
き
と

と
も
に
、
ど
こ
か
他
人
事
と
考
え
て
い
た
自
分
も
あ
り
、
防
災
対

策
は
「
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
と
意
識
を
改
め
ま
し
た
。

　
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
叫
ば
れ
て
、
数
十
年
、
個
人
的
に

は
暑
さ
や
洪
水
等
の
気
候
の
変
化
が
身
近
に
起
き
て
お
り
、
我
々

が
日
々
行
っ
て
い
る
環
境
美
化
や
防
災
対
策
を
含
め
た
衛
生
活
動

が
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
揺
る
ぎ
な
い
歩
み
に
な
る
の
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
「
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
を
今
年
度
の

目
標
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
村
上
記
）

令
和
５
年
度 

役 

員

　
第
66
回
定
期
総
会
は
、
令
和
５
年
５
月
17
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
富
山
市
の
「
サ
ン
フ

ォ
ル
テ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。吉
田
副
会
長

の
開
会
宣
言
の
あ
と
五
十
嵐
会
長
か
ら
の
挨
拶

が
あ
り
、
次
い
で
富
山
県
知
事（
代
理
有
賀
厚
生

部
長
）か
ら
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
来
賓
紹
介
の
あ
と
、
ア
ル
ビ
ス
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
池
田
和
男
氏
よ
り
「
ア
ル
ビ
ス

の
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
講
話
が

あ
っ
た
。「
別
掲
」

　
次
い
で
議
事
に
入
り
、
定

足
数
確
認
の
あ
と
五
十
嵐
会

長
が
議
長
と
な
っ
て
第
１
号

議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
・

会
計
監
査
報
告
第
２
号
議
案

　
令
和
５
年
度
事
業
計
画

（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。次
に
第
３
号
議

案
　
第
68
回
富
山
県
環
境
保

健
衛
生
大
会
を
魚
津
市
で
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
役
員

が
承
認
さ
れ
た
後
、
林
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

す
べ
て
終
了
し
た
。

日
　
時
　
令
和
５
年
９
月
20
日（
水
）
9
時
45
分
〜
13
時

場
　
所
　
射
水
市
海
老
江
海
浜
公
園

参
加
者
　
県
西
部
地
区
巡
視
員
・
市
役
員
・
市
事
務
局
他
59
名

研
修
１
　「
ス
ポ
Ｇ
ｏ
Ｍ
Ｉ
」
体
験

　
講
師
　
一
般
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ポ
ー
ツ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
和
孝
　
先
生

①
ル
ー
ル
説
明

　
ゴ
ミ
は
、〔
燃
え
る
、
燃
え
な
い
、
ビ
ン
・
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、た
ば
こ
の
吸
い
殼
〕
に
分
別
し
、
重
量
を
ポ
イ
ン
ト
に
換

算
し
て
順
位
を
競
う
。

②
選
手
宣
誓
　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会
　
串
田
　
伸
男
会
長
　

③
作
戦
会
議
　
チ
ー
ム
毎

④
「
ゴ
ミ
拾
い
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
！
」
の
発
声
で
、競
技
ス
タ
ー
ト
。

１
チ
ー
ム
５
人
の
11
チ
ー
ム
で
競
技
す
る
。
競
技
時
間
１
時

間
。

⑤
終
了
後
、
計
量
・
集
計
　
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
成
果
が

あ
っ
た
。

⑥
結
果
発
表
・
表
彰
式

　
１
位
小
矢
部
市
、
２
位
氷
見
市
、
３
位
射
水
市
Ｃ
　
副
賞
あ
り

　
１
位
　
小
矢
部
市
チ
ー
ム
　
3
2・2
3
㎏
　
4・1
1
2
Pt

　
優
勝
チ
ー
ム
の
コ
メ
ン
ト
「
作
戦
は
重
い
も
の
を
拾
お
う
を
合

言
葉
に
・
・
・
」

⑦
再
び
「
ゴ
ミ
拾
い
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
！
」
の
発
声
で
、記
念
撮
影
。

  

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
や
る
気
を
刺
激
し
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
ゴ
ミ
拾
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
事
業
の
ね
ら
い
で
あ

る 

”ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
、
ゴ
ミ
を
捨

て
な
く
な
る
“
効
果
を
実
感
し
な
が

ら
終
了
し
た
。

令
和
5
年
度 

第
66
回 

定
期
総
会
開
か
る

会
長
挨
拶

あ

　ば

　
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
で
は
、
従
来

か
ら
環
境
衛
生
と
保
健
衛
生
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。環
境
衛
生
の
面
で
は
、今
年
度

の
新
規
事
項
と
し
て
、ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」の
推
進
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
９
月
に
射
水
市
で
実
施

予
定
の
環
境
巡
視
員
等
研
修
会
県
西
部
に
お
い

て
も
昨
年
の
岩
瀬
浜
で
の
実
施
に
引
き
続
き「
ス

ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」の

体
験
研
修
を
行

う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、「
み
ん

な
で
き
れ
い
に

せ
ん
ま
い
け
大

作
戦
」
や
地
域

で
の
清
掃
活
動

を
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
と
な
っ
た

こ
と
で
あ
り
、

一
層
取
り
組
み

を
進
め「
美
し
い

富
山
湾
の
保
全

活
動
の
推
進
」、

「
美
し
い
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」

を
進
め
て
参
り

【
会
　
　
長
】

【
副
会
長
】

〃〃〃〃〃

【
専
務
理
事
】

【
監
　
事
　
】

〃〃

【
常
任
理
事
】

〃〃〃
　 

〃 

新
〃〃〃

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
高
岡
地
区
高
岡
市
）

（
県
東
部
地
区
Ａ
入
善
町
）

（
県
東
部
地
区
Ｂ
滑
川
市
）

（
県
西
部
地
区
Ａ
氷
見
市
）

（
県
西
部
地
区
Ｂ
南
砺
市
）

（
副
会
長
兼
務
）

（
富
山
地
区
富
山
市
）

（
県
東
部
地
区
魚
津
市
）

（
県
西
部
地
区
小
矢
部
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
富
山
市
）

（
高
岡
市
）

（
高
岡
市
）

五
十
嵐
　
務

麦
島
　
紀
長

林
　
　
信
義

尾
田
　
喜
則

吉
田
　
裕
造

田
中
　
賢
次

浦
出
　
義
一

浦
出
　
義
一

杉
本
　
一
雄

浅
生
　
　
修

白
沢
　
富
治

白
江
　
祐
一

長
澤
　
邦
男

山
森
　
　
潔

村
上
　
公
生

山
崎
　
清
志

田
中
　
昌
明

駒
井
　
義
次

蔵
　
伊
佐
夫

【
常
任
理
事
】

〃〃
　 

〃 

新
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

（
高
岡
市
）

（
黒
部
市
）

（
入
善
町
）

（
朝
日
町
）

（
魚
津
市
）

（
滑
川
市
）

（
上
市
町
）

（
舟
橋
村
）

（
立
山
町
）

（
射
水
市
）

（
射
水
市
）

（
氷
見
市
）

（
砺
波
市
）

（
南
砺
市
）

（
小
矢
部
市
）

加
納
　
昌
之

米
陀
　
峰
信

中
易
　
厚
司

草
原
　
庄
一

長
㔟
　
静
雄

吉
田
　
　
均

鍋
谷
　
正
成

萩
原
　
　
勉

広
嶋
　
寿
雄

串
田
　
伸
男

林
原
　
克
巳

放
生
　
寛
治

中
島
　
　
勇

大
塚
　
千
代

南
　
　
昭
仁

研
修
２
　「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
」
体
験

　
講
師
　
エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
市
民
の
会
高
岡

　
砂
ふ
る
い
「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」（
不
要
に

な
っ
た
も
み
殻
ネ
ッ
ト
を
リ
メ
イ
ク
し

た
も
の
）
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し
て
み
る
。

　
こ
の
海
岸
で
回
収
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
は
比
較
的
に
少
な

か
っ
た
。

　
ち
な
み
に
本
日
の
参
加
賞
は
、
日
本

で
回
収
し
た
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原

料
に
し
た
再
生
樹
脂
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

（
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
t
i
c
）
で
し
た
。

※「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
実
施
の
用
具
・「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
は
貸
し
出

し
可
能
で
す
。

　
問
合
せ
は
、
県
連
合
会
ま
で（
0
8
0―

8
6
9
8―

5
6
8
5
）

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
新
規
事
項
と
し
て
ス
ー
パ
ー
等
で
買
い
物

を
す
る
時
に「
す
ぐ
食
べ
る
な
ら
、手
前
に
あ
る

商
品
を
選
ぶ
と
い
う「
て
ま
え
ど
り
」の
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。是
非
、「
て

ま
え
ど
り
」
の
普
及
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
健
康
面
の
取
り
組
み
で
は
、「
人
生
１
０
０
年

時
代
に
向
け
て
」、「
要
介
護（
フ
レ
イ
ル
）予
防
」

の
推
進
を
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、富
山
県
の
健
康

課
題
で
あ
る
野
菜
の
摂
取
量
に
つ
い
て
ア
ル
ビ

ス
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
野
菜
の
摂
取
量
を

測
る
こ
と
の
で
き
る「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」と
い
う

機
械
の
体
験
研
修
会
も
行
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
、
環
境
面
・
健
康
面
の
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
を
県
民

一
人
一
人
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
我
々
の

連
合
会
が
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、日
本
一
の
環
境
先
端
県
、健
康
寿

命
日
本
一
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
我
々
の

住
ん
で
い
る
大
事
な
ふ
る
さ
と
富
山
が
そ
し
て
、

県
民
一
人
一
人
が
本
当
に
元
気
で
暮
ら
せ
る
、

健
康
で
暮
ら
せ
る
県
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

環
境
巡
視
員
等
研
修
会
（
県
西
部
）

（1） （4）
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